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概  要 

 

木製家具や内装材の原料として，国内の広葉樹材の活用が検討されていま

す。これらの広葉樹材は量的なまとまりがなく比較的小径で，樹種も多様です

ので，利用にあたっては異樹種での接着集成が欠かせないと考えられます。本

研究は，異樹種同士を接着した材料について，接着性能や温湿度負荷に対する

寸法安定性などの特性を明らかにするとともに，さまざまな試作提案を通して

国産広葉樹の利用拡大を目指すことを目的としています。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

異樹種同士の接着集成で，接着力や寸法安定性について調査し，実用上問題

のない性能であることを確認しました。これらの調査結果をふまえ，材の色調

や木目を活かし，スツールやテーブル，フローリング，トレイなどさまざまな

試作物を作製して具体的な製品提案を行い，一部試作物についてはアンケート

調査により男女別や年代別などの嗜好傾向を把握しました。 

本技術の 

有用性 

国産広葉樹の特徴を活かして，必ずしも柾目にこだわらない新しい製品展開

などを提案できます。 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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